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著者に聞く講演会シリーズです。今回は2冊の翻訳書をとりあげ、2日にわたってそれぞれ翻訳者の先生
方に出版までの経緯や背景について伺います。

日本評論社、2025年

②については事前申し込みをお願いいたします。
https://ssl.form-mailer.jp/fms/2788829d572967

（締め切り：11月21日）
問い合せ等：instacs@sophia.ac.jp

講演会：著者と語るシリーズ
”Discussing with the Author” lecture series

金
2025
11/7
18:00-19:30

① モニカ・T・ウィリアムズ著

『心理支援とマイクロアグレッション
無自覚の差別によって相談者を傷つけないために』

◆講師 出口真紀子（上智大学教授）
水木理恵（医療創生大学准教授、臨床心理士・公認心理師）
立崎愛枝（早稲田大学スチューデント・ダイバーシティ・センター

学生相談センター、上智大学総合人間科学研究科心理学
専攻博士後期課程、臨床心理士・公認心理師）

◆会場 上智大学四ツ谷キャンパス中央図書館9階921号室

◆講師 上田麻由子（アメリカ・カナダ研究所準所員/上智大学非常勤講師）

◆会場 上智大学四ツ谷キャンパス中央図書館7階721A号室
アメリカ・カナダ研究所

Camilla Grudova, The Doll’s Alphabet

Monnica T. Williams, Managing Microaggressions: 
Addressing Everyday Racism in Therapeutic Spaces

奪われし者たちの悲鳴がグロテスクに世界を覆う。GRANTA「若手作家
ベスト20」選出、英語圏で最も注目を集める作家による、シャーリイ・
ジャクスン賞受賞作を含む鮮烈のデビュー作！

金
2025

11/21
17:30-19:00

河出書房新社、2025年

② カミラ・グルドーヴァ著

『人形のアルファベット』

差別、偏見、権力勾配、特権…… 臨床家はマイクロアグレッションに
どう対処すべきか。多様性尊重の時代に必携の一冊！

上智大学アメリカ・カナダ研究所
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